
水溶液中の電気伝導率について、一般的には、温度の上昇に伴い、水溶液中
のイオンの移動速度が活性化され、電気伝導率は高くなります。また更に、温
度上昇による分子解離により、溶液中のイオン数の増加が電気伝導率の上昇
に影響する場合もあります。その度合いは溶け込んでいるイオンの種類や濃
度によっても異なりますが、通常、液体の電気伝導率は、その液温により大き
く変化します。 

したがって、同一サンプルでも、液温が異なれば電気伝導率の値も異なるこ
とより、電気伝導率測定には、測定値とともに必ず液温を明示する必要があ
ります。

そこで電気伝導率に関しては、ISO7888、JIS K0130、ASTM D1125
、EN27888、等の国際規格を始めとする主要各国で定められた規格に従い、
液温が25℃の数値で示すことが通例となっています。 

しかし、温度管理が施された理想的な測定環境が常に確保できるとは限ら
ず、その場合における代替手法となる、任意の測定温度下で得られた電気伝
導率を基準温度（25℃）に換算するアルゴリズムも提供されています。

このような電気伝導率の基準温度への換算を、温度補償と呼び、温度補償に
より、分析者は異なる温度の電気伝導率の測定値を容易に比較できるように
なります。 

温度補償の手法としては、
【線形（LF：Linear Function）】、及び 【非線形温度補償（nLF: Non Linear 

Function）】の２種類があります。
線形温度補償は、広く一般化した手法であり、国内外で多く活用されています
が、一方、非線形温度補償は、主に欧州で活用されている手法となります。

以下に、それぞれの手法について詳述します。 

【線形温度補償 LF (Linear Function)】 

電気伝導率の温度特性は、溶液の種類や濃度によって異なりますが、温度の
上昇とともに増加する電気伝導率をリニアなものと仮定し、ある温度で取得
した電気伝導率に温度係数を用いた計算により、基準温度25℃での電気伝
導率を推定することができます。 

温度係数は、温度の上昇とともに溶液の電気伝導率が増加する割合であ
り、1℃の温度変化に対する電気伝導率の増加率%として表されます。

YSI マルチラボ 4010-3W (3チャンネル卓上型多項目水質計) 
電導度、pH、 ORP、BOD、イオン測定のためのラボ用機器。 
組み合わせに関わらず、電導度、pH、ORP、 DO/BOD測定用に、
マルチラボ4010-3水質計をデジタルIDSセンサーに接続、イオン
選択型電極(ISE)も接続可能です。 
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YSI ProDSS - マルチ水質センサー（デジタルサンプリングシス
テム) デジタルセンサー付携帯型マルチ水質計 
電導度、溶存酸素、濁度、温度換算電導度（ｽﾍﾟｼﾌｨｯｸ ｺﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ）
、塩分、電気抵抗率、総溶解固形物（TDS)、ｐH、ORP、pH/ORP 
コンビネーション、アンモニウム（アンモニア）、硝酸塩、塩化物、
温度など、幅広い組み合わせの測定に究極の柔軟性を発揮し
ます。 

本来は，電気伝導率の温度依存性に関する微分係数となりますが，実用的に
は(１)式のように，ある温度T℃ と基準温度25 ℃との間での電気伝導率の平
均的な変化率として利用されます。

ここで、
αT25　：　25℃を基準とした、T℃における温度係数
K25：25℃における電気伝導率
KT：T℃における電気伝導率

基準温度25℃での電気伝導率を正確に推定するには、(１)式により、その試
料の温度係数αを予め実験的に求めておき、以下(２)式により、任意の温度
Tm℃における測定値KTmからK25を導き出します。

但し、ここで、Tm℃は、25℃近傍であることが望ましく、25℃より乖離するに
つれて試料溶液の電気伝導率曲線との格差が拡大し、補正エラーが大きくな
るので注意を要します。 

ところで、淡水~塩水での環境水では、温度係数は2.0 ％/ ℃前後の数値で比
較的よくフィッティングすることが知られており、またYSI社の製品群でも、 
デフォルト値として、全温度区間に関して、温度係数α＝1.91を採用していま
す。 

因みにYSI社の製品群では、線形温度補償の電気伝導率は、“SpCond”の項
目で表示されます。 

【非線形温度補償 nLF (Non Linear Function)】 

溶液の温度と電気伝導率の関係は、厳密には線形関係にはないため、線形
温度補償でうまくフィッティングしない場合には、計算結果の精度を向上させ
るために非線形の多項式を適用することができます。　 

しかし、このことは、非線形温度補償が線形補償よりも優れているということ
を意味するわけではなく、非線形温度補償がサンプルの電気伝導率の温度特
性に、よりフィットする場合において本手法を活用するメリットがあることを示
しています。 

https://www.xylem-analytics.jp/ysi-prodss/


SI Analytics Lab 955 卓上型伝導度メーター 
化学・製薬・医療業界のラボ測定に最適の卓上型メーター 
伝導度測定用のLab 955 は、化学・製薬・医療業界のラボ測定
に最適の卓上型水質計です。

nLFは、前述のとおりISO7888/EN27888にて規定されており、温度区間
０~35℃、また基準温度25℃での電気伝導率K25＝0~1000μS/cmの自然水
に適用されます。nLF非線形温度補償に関係する算出式は、以下（3）式のとお
りとなります。
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ここで、F25（T）は、温度補正係数であり、サンプル温度Tの4次多項式となり
ます。また、KTは、サンプル温度Tでの電気伝導率を示します。 

（3）式により、サンプル温度T、電気伝導率KTからK25を導出することが
可能ですが、変換式の中核をとなる4次多項式のF25(T)の詳細について
は、ISO7888/EN27888をご参照ください。

尚、上述のISO/ENにて対象とされるサンプル温度の定義区間は0＜T≦35で
すが、それを超えるサンプル温度 35＜T≦50に関しては、YSI社のほうで以下

（4）式のとおり換算式が別途提供されています。

TC0=1.00000E+00
TC1=2.10691E-02 
TC2=7.57000E-05 
TC3=-2.30705E-08

YSI社の製品群では、非線形温度補償による電気伝導率は、”nLFCond”の項
目にて表示されます。

https://www.xylem-analytics.jp/si-analytics-lab-955-conductivity-benchtop-meter/



